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■ このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業228企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

調査結果のあらまし 製造業・建設業が３期連続で改善

1月～3月期の概況

4月～6月期の見通し
　業況の見通し判断Ｄ.Iは△0.4、実績比1.8ポイント改善の見込
　来期、全体では改善を見込んでおりますが、製造業・サービス業・建設業では低下を見込んでいます。
項目別では、売上判断D.Iが当期実績比1.8ポイント低下、収益判断D.Iは同2.7ポイント改善を見込んでいます。
また、販売価格判断D.Iは当期実績比3.5ポイント低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績比1.8ポイント改善、また、残業時間D.Iは同1.7ポイン
ト低下の見通しとなっています。当面の重点施策でも、「経費の節減」が46.5％、「販路を広げる」が
43.9％、「人材を確保する」が23.2％と上位になり、前期と同様の結果となりました。

　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答えた企
業の割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）は
△2.2と、2017年10～12月期(前期)の調査より2.2ポイントマイ
ナスとなり、景況感はわずかに低下しました。
　業種別では、卸売業で前期比11.6ポイント、小売業で同5.5ポ
イント、サービス業で同13.8ポイント低下しましたが、製造業で
前期比2.6ポイント、建設業で同5.7ポイント、不動産業で同6.1
ポイントそれぞれ改善となりました。
　項目別では、売上判断D.Iが△1.3と前期比10.7ポイント、収益
判断D.Iは△5.3と同8.4ポイントともに低下しました。また、前年
同期比売上額判断D.Iは0.4、前期比2.7ポイント、同収益判断D.I
は△6.6、同4.8ポイントともに低下しました。
　雇用面では、人手過不足D.Iが△21.5と前期比4.0ポイント低下し、人手不足感がやや強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは3.9と同2.4ポイント低下しました。
　借入金の動きや借入難易度では、｢借入した｣が前期比3.5ポイント減少となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が39.5％、「売上の停滞・減少」が30.3％、「人手不足」
が25.0％で上位となり、前期とほぼ同様の課題が挙げられました。

 6 9 12 3 6 9 12 3
16.   17.  18. 　

時期 4～6月期
の見通し

D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

全業種総合 主要指標の推移
10

0

△10

△20

△30

総　　　合

製　造　業

卸　売　業

小　売　業

サービス業

建　設　業

不 動 産 業

〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 29年10～12月 30年1～3月 30年4～6月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断Ｄ.Ｉは、２.２ポイント低下し△２.２。来期は、１.８ポイント改善し△０.４の見通し。

業況判断D.Iは、２.６ポイント改善し１１.１。来期は、２.７ポイント低下し８.４の見通し。

業況判断D.Iは、１１.６ポイント低下し△１８.１。来期は、５.６ポイント改善し△１２.５の見通し。

業況判断D.Iは、５.５ポイント低下し△３０.０。来期は、９.５ポイント改善し△２０.５の見通し。

業況判断D.Iは、１３.８ポイント低下し０.０。来期は、３.４ポイント低下し△３.４の見通し。

業況判断D.Iは、５.７ポイント改善し１７.１。来期は、５.７ポイント低下し１１.４の見通し。

業況判断D.Iは、６.１ポイント改善し△５.６。来期は、１６.７ポイント改善し１１.１の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています
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 Number.95
（2018.１～３月期）

結城信用金庫営業統括部



　業況判断D.Iは11.1、前期比2.6ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが6.9と前期比2.9ポイント低下、収益判断D.Iは6.9と同2.7ポイント改善しま
した。また、前年同期比売上額判断D.Iは4.2、前期比5.7ポイント、同収益判断D.Iは2.8、同1.4ポイントと
もに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△29.2と前期比16.5ポイント低下し、人手不足感がやや強まり
ました。また、前期比残業時間D.Iは15.3と前期比2.6ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が28.2％（前期29.6％）、「予定あり」が19.7％（前期11.3％）を示
しています。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は16.7％（前期18.3％）となりました。
　経営上の問題点では、｢同業者間の競争激化｣・「売上の停滞・減少」・「人手不足」がそれぞれ29.2％、
｢原材料高｣が23.6％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは8.4、当期実績比2.7ポイン
ト低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比4.1ポイン
ト低下、収益判断D.Iは同0.1ポイント改善を見込んで
います。また、販売価格判断D.Iは当期実績比5.5ポイ
ント低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比5.6ポイント改善、残業時間D.Iは同7.0ポイント低
下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が51.4％、
「販路を広げる」が50.0％、「人材を確保する」が
26.4％と上位に挙げられました。

　独自性のある技術を有しており、インターネット販売も順調に推移し、今後も同
様に推移する見通しである。
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【業　況】 【売上額】

【原材料価格】 【収　益】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 12.5 77.8 9.7 

 19.4 68.1  12.5 

 13.9 79.2  6.9 

 20.8 65.3  13.9  22.2 66.7 11.1 
　

 18.1 72.2  9.7 

 16.7 81.9 1.4 
  

 11.1 88.9  0.0 

■ 製 造 業 回答企業数72企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9
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製造業  主要指標の推移D.I

4～6月期
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業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
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問5 社長（代表者）にお尋ねします。あなたのストレス解消法は何ですか。

（単位：％）

（％）0  10  20  30  40  50

（複数回答：3つ以内）

仕事における達成感
社内での余暇活動（社員旅行等）

家族とのふれあい
地域活動、団体活動、ボランティア等

飲　　　食
睡　　　眠

運動・スポーツ
趣味・娯楽（運動・スポーツ以外）

そ　の　他
ストレス解消法はない

問4 社長（代表者）の方がケガや病気等で１か月間の休養を余儀なくされたとします。
貴社には、休養中の社長（代表者）の事業を代行できる人がいますか。

（単位：％）

（％）0  10  20  30  40  50

配　偶　者
子　　　供

親
親族（配偶者・子供・親以外）
役員・従業員（親族以外）

販売先・仕入先
同業他社
そ　の　他

自分の代わりはいない
　休廃業するから代わりは必要ない

（単位：％）
問3

仮に今、社長（代表者）の方がケガや病気等で１か月間の休養を余儀なくされたとします。
貴社では、どの程度の業務継続が可能ですか。また、休養中に特に心配される貴社の機能の
低下や悪化はどのようなものですか。

【 業務継続 】 【 心配される機能の低下や悪化 】
わからない 6.6％

営業機能や販売機能の低下
34.7％
営業機能や販売機能の低下
34.7％

生産機能や
仕入機能の低下
12.9％

資金繰りの悪化  3.1％

わからない
21.8％

心配していない
27.5％

わからない
21.8％

心配していない
27.5％通常通りの

業務継続が可能
51.5％主要業務に限り

継続可能　29.1％

通常通りの
業務継続が可能
51.5％主要業務に限り

継続可能　29.1％

大幅に業務を縮小
した上で継続可能
7.5％

業務継続は不可能
（休業、廃業）　5.3％

7.1％

8.9％

8.4％

　　　　　　　　　　　　  19.9％

　　　　　　　　　　　　　　　　　   26.6％

　　　　　　7.1％

　　　　　　　  8.9％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  28.3％

0.0％

 0.4％

0.0％

　　　　　　　8.4％

 0.4％

9.3％　　　　　　　  9.3％

　1.2％

　　　　　　　　　　　   19.3％

　　　3.8％

　　　　　　　　　   12.2％

      　　　　　　 10.2％

　　　　　　　　　　17.4％

　　　　　　　　　　　　　　　　24.5％

 0.7％

   1.4％



　業況判断D.Iは△18.1、前期比11.6ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△18.2と前期比21.4ポイント、収益判断D.Iも△24.3と同30.8ポイントとも
に低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△15.2、前期比15.2ポイント、同収益判断D.Iも△27.3、
同27.3ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△18.2と前期比2.1ポイント低下し、人手不足感がやや強まりま
した。また、前期比残業時間D.Iは△3.0と同9.5ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が24.2％（前期38.７％）、「予定あり」が18.2％（同19.4％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は12.1％（前期12.9％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が45.5％、「売上の停滞・減少」が30.3％、｢人手不足」
が24.2％と上位に挙げられました。

　業績の見通し判断D.Iは△12.5と当期実績比5.6ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比15.2ポイ
ント、収益判断D.Iは同18.2ポイントともに改善を見
込んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比
15.2ポイント改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比3.0ポイント改善、残業時間判断D.Iは同3.1ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、 「販路を広げる」が97.0％、
「経費の節減」が36.4％、 「情報力の強化」も33.3％
と上位に挙げられました。

　仕入先からの値上げ交渉があったり、仕入先の廃業が増えるなど厳しい状況にある。
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【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 18.2 60.6  21.2 

 12.1  51.5  36.4 

 12.1 69.7  18.2 　

 18.2 45.4  36.4  15.2 51.5  33.3 
  

 9.4 68.7  21.9 

 15.2 75.7  9.1 

 18.2 78.8  3.0 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ 卸 売 業 回答企業数33企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8

 6 9 12 3 6 9 12 3 
16.  17.  18. 

時期

卸売業  主要指標の推移D.I

4～6月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
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前年同期比販売価格
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経営者の健康管理と事業の継続について経営者の健康管理と事業の継続について

（単位：％）
問1 貴社の社長（代表者）の年齢層はいずれに属しますか。また、現在の社長（代表者）は

何代目ですか。

　経営者の健康管理と事業の継続について調査を実施しました。

　貴社の社長（代表者）の年齢層は、60歳代が34.6％、次いで50歳代が30.3％という結果となりました。

また、仮に今、社長（代表者）の方がケガや病気で１か月間の休養を余儀なくされた場合、どの程度の業務

継続が可能であるかとの問いに｢通常通りの業務継続が可能｣と回答された方が51.5％と半数を超えました。

そのほか、社長（代表者）の労働時間や健康診断の受診頻度、ストレス解消法などについて、結果を次のよ

うに取り纏めました。

5代目以上  0.4％

【 社長の年齢階層 】 【 社長の代 】
20歳代、30歳代　3.5％

40歳代
　12.3％

50歳代
30.3％60歳代

34.6％
2代目
52.2％

60歳代
34.6％

70歳代以上
19.3％

創業者
38.5％
創業者
38.5％

2代目
52.2％

3代目  6.7％

4代目  2.2％

（単位：％）
問2

健全な経営のためには、社長（代表者）の健康が大切です。社長（代表者）の先月の労働時間
（経営に費やした時間）は、1週間あたりにするとどの程度ですか。また、健康診断をどの程度
の頻度で受けていますか。　

受けたことがない 0.4％
【 1週間あたりの労働時間 】 【 健康診断を受ける頻度 】

40時間未満
26.0％60時間以上80時間未満

18.5％
40時間未満
26.0％

40時間以上60時間未満
50.7％

40時間以上60時間未満
50.7％

80時間以上100時間未満
4.4％

60時間以上80時間未満
18.5％

100時間以上  0.4％

1年に1回以上
89.5％

2～4年に1回
9.7％

5～10年に1回 0.4％
10年以上受けていない
0.0％



　業況判断D.Iは△30.0、前期比5.5ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△2.5と前期比14.7ポイント、収益判断D.Iは△15.0と同10.1ポイントともに
低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△10.0、前期比10.0ポイント、同収益判断D.Iは△17.5、
同2.9ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△7.5と前期比7.5ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和し
ました。また、前期比残業時間D.Iは△2.5と前期比横ばいとなりました。
　借入金の動きでは、「借入した」が30.0％（前期34.1％）、「予定あり」が17.5％（前期17.1％）を示
しています。また、設備投資を実施したと回答した企業は10.0％（前期12.2％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が47.5％、「同業者間の競争激化」が32.5％、「大型店との
競争激化」・｢利幅の縮小｣がともに20.0％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△20.5、当期実績比9.5ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比12.5ポイ
ント低下、収益判断D.Iは同横ばいを見込んでいます。
また、販売価格判断D.Iは当期実績比22.5ポイント低
下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比5.0ポイント低下、残業時間判断D.Iも同2.5ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、 「経費の節減」が57.5％、「品
揃えを改善する」が40.0％、  「売れ筋商品の取扱」が
30.0％と上位に挙げられました。

新商品開発等を積極的に行っており、地元食材を使った商品が好評を得ている。

　業況判断D.Iは△5.6、前期比6.1ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△16.6と前期比16.6ポイント、収益判断D.Iは△16.6と同10.7ポイントとも
に低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは0.0、前期比横ばい、収益判断D.Iは△5.6、同0.3ポイン
ト改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△22.2と前期比4.6ポイント低下し、人手不足感がやや強まりま
した。また、前期比残業時間D.Iは5.6と同0.3ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が16.7％（前期23.5％）、「予定あり」は22.2％（前期17.6％）を示
しています。
　経営上の問題点では、｢利幅の縮小｣が38.9％、「売上の停滞・減少」・｢同業者間の競争激化｣が33.3％、
｢人手不足｣・「商品物件の不足」が22.2％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは11.1、当期実績比16.７ポ
イント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比16.6ポイ
ント、収益判断D.Iは同16.6ポイントともに改善を見
込んでおります。また、販売価格判断D.Iは当期実績
比16.6ポイントの改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横ばい、残業時間D.Iも同横ばいの見通しとなって
います。
　当面の重点施策では、 「宣伝･広告の強化」が55.6％、
「販路を広げる」・｢情報力の強化｣がともに38.9％、
「提携先を見つける」が27.8％と上位に挙げられま
した。

　人材を確保するためには、労働条件の改善を図ったり、社員の教育訓練にも力を
入れる必要がある。
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【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

 16.7 66.6 16.7

 16.7 50.0  33.3 

 16.7  66.6  16.7 

 16.7 50.0  33.3  22.2 50.0 27.8 

  27.8 55.5  16.7 

 88.9  11.1 

 11.1 72.2  16.7 

5.1  69.3  25.6 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）
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■ 小 売 業 回答企業数40企業（回答率97.6％） ■ 不動産業 回答企業数18企業（回答率100％）
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　業況判断D.Iは0.0、前期比13.8ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△6.9、前期比20.7ポイント、収益判断D.Iは△13.8と同24.2ポイントともに
低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは3.3、前期比3.3ポイント改善、同収益判断D.Iは△6.7、同
6.７ポイント低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△3.3と前期比7.0ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和し
ました。また、前期比残業時間D.Iは△10.0と前期比10.0ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が10.0％（前期13.8％）、「予定あり」が6.7％（前期10.3％）を示し
ています。また、設備投資を実施したと回答した企業は10.0％（前期17.2％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が53.3％、「売上の停滞･減少」が23.3％、「人手不足」・
｢人件費の増加｣がそれぞれ16.7％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△3.4、当期比3.4ポイント
低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比横ばい、
収益判断D.Iは同6.9ポイント改善を見込んでいます。
また、材料価格判断D.Iは当期実績比6.9ポイントの下
降を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比6.7ポイント低下、残業時間判断D.Iは同20.0ポイン
ト改善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が50.0％、
「販路を広げる」が36.7％、「技術力の強化」が
20.0％と上位に挙げられました。

　事業承継が今後の事業継続において重要な課題であり、避けては通れない問題で
ある。

　業況判断D.Iは17.1、前期比5.7ポイントの改善　
　項目別では、売上額判断D.Iが11.5と前期比0.1ポイント改善、受注残判断D.Iは5.7と同5.7ポイント低下し
ました。また、前年同期比売上額判断D.Iは17.1、前期比17.1ポイント、同収益判断D.Iも5.7、同5.7ポイン
トそれぞれ改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△40.0と前期比2.9ポイント低下し、人手不足感がやや強まりま
した。また、前期比残業時間D.Iは5.7と前期比2.9ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が45.7％（前期40.0％）、「予定あり」が34.3％（前期25.7％）を示
しています。また、設備投資を実施したと回答した企業は17.1％（前期14.3％）となりました。
　経営上の問題点では「同業者間の競争激化」が54.3％、「人手不足｣が40.0％、「利幅の縮小」が25.7％
と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは11.4、当期比5.7ポイント
低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比11.5ポイ
ント、収益判断D.Iは同14.4ポイントともに低下を見
込んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比
8.6ポイントの下降を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比8.6ポイント改善、残業時間判断D.Iは同8.6ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が51.4％、
｢人材を確保する｣が42.9％、「販路を広げる｣が40.0％
と上位に挙げられました。

　資材の価格が高騰していること、また、受注に対して人員確保が難しいなど問題
が山積している。
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【材料価格】 【収　益】
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】

 10.3 72.5 17.2 

 17.2 51.8  31.0 

 24.1 44.9  31.0  23.3 53.4  23.3 

 13.3 70.0  16.7 

 20.7 79.3  0.0 

 13.8 86.2  0.0  11.4 74.3 14.3 
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■ サービス業 回答企業数30企業（回答率96.8％）■ 建 設 業 回答企業数35企業（回答率97.2％）
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　業況判断D.Iは0.0、前期比13.8ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△6.9、前期比20.7ポイント、収益判断D.Iは△13.8と同24.2ポイントともに
低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは3.3、前期比3.3ポイント改善、同収益判断D.Iは△6.7、同
6.７ポイント低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△3.3と前期比7.0ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和し
ました。また、前期比残業時間D.Iは△10.0と前期比10.0ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が10.0％（前期13.8％）、「予定あり」が6.7％（前期10.3％）を示し
ています。また、設備投資を実施したと回答した企業は10.0％（前期17.2％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が53.3％、「売上の停滞･減少」が23.3％、「人手不足」・
｢人件費の増加｣がそれぞれ16.7％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△3.4、当期比3.4ポイント
低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比横ばい、
収益判断D.Iは同6.9ポイント改善を見込んでいます。
また、材料価格判断D.Iは当期実績比6.9ポイントの下
降を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比6.7ポイント低下、残業時間判断D.Iは同20.0ポイン
ト改善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が50.0％、
「販路を広げる」が36.7％、「技術力の強化」が
20.0％と上位に挙げられました。

　事業承継が今後の事業継続において重要な課題であり、避けては通れない問題で
ある。

　業況判断D.Iは17.1、前期比5.7ポイントの改善　
　項目別では、売上額判断D.Iが11.5と前期比0.1ポイント改善、受注残判断D.Iは5.7と同5.7ポイント低下し
ました。また、前年同期比売上額判断D.Iは17.1、前期比17.1ポイント、同収益判断D.Iも5.7、同5.7ポイン
トそれぞれ改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△40.0と前期比2.9ポイント低下し、人手不足感がやや強まりま
した。また、前期比残業時間D.Iは5.7と前期比2.9ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が45.7％（前期40.0％）、「予定あり」が34.3％（前期25.7％）を示
しています。また、設備投資を実施したと回答した企業は17.1％（前期14.3％）となりました。
　経営上の問題点では「同業者間の競争激化」が54.3％、「人手不足｣が40.0％、「利幅の縮小」が25.7％
と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは11.4、当期比5.7ポイント
低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比11.5ポイ
ント、収益判断D.Iは同14.4ポイントともに低下を見
込んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比
8.6ポイントの下降を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比8.6ポイント改善、残業時間判断D.Iは同8.6ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が51.4％、
｢人材を確保する｣が42.9％、「販路を広げる｣が40.0％
と上位に挙げられました。

　資材の価格が高騰していること、また、受注に対して人員確保が難しいなど問題
が山積している。
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■ サービス業 回答企業数30企業（回答率96.8％）■ 建 設 業 回答企業数35企業（回答率97.2％）
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　業況判断D.Iは△30.0、前期比5.5ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△2.5と前期比14.7ポイント、収益判断D.Iは△15.0と同10.1ポイントともに
低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△10.0、前期比10.0ポイント、同収益判断D.Iは△17.5、
同2.9ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△7.5と前期比7.5ポイント改善し、人手不足感がわずかに緩和し
ました。また、前期比残業時間D.Iは△2.5と前期比横ばいとなりました。
　借入金の動きでは、「借入した」が30.0％（前期34.1％）、「予定あり」が17.5％（前期17.1％）を示
しています。また、設備投資を実施したと回答した企業は10.0％（前期12.2％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が47.5％、「同業者間の競争激化」が32.5％、「大型店との
競争激化」・｢利幅の縮小｣がともに20.0％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△20.5、当期実績比9.5ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比12.5ポイ
ント低下、収益判断D.Iは同横ばいを見込んでいます。
また、販売価格判断D.Iは当期実績比22.5ポイント低
下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比5.0ポイント低下、残業時間判断D.Iも同2.5ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、 「経費の節減」が57.5％、「品
揃えを改善する」が40.0％、  「売れ筋商品の取扱」が
30.0％と上位に挙げられました。

新商品開発等を積極的に行っており、地元食材を使った商品が好評を得ている。

　業況判断D.Iは△5.6、前期比6.1ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△16.6と前期比16.6ポイント、収益判断D.Iは△16.6と同10.7ポイントとも
に低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは0.0、前期比横ばい、収益判断D.Iは△5.6、同0.3ポイン
ト改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△22.2と前期比4.6ポイント低下し、人手不足感がやや強まりま
した。また、前期比残業時間D.Iは5.6と同0.3ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が16.7％（前期23.5％）、「予定あり」は22.2％（前期17.6％）を示
しています。
　経営上の問題点では、｢利幅の縮小｣が38.9％、「売上の停滞・減少」・｢同業者間の競争激化｣が33.3％、
｢人手不足｣・「商品物件の不足」が22.2％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは11.1、当期実績比16.７ポ
イント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比16.6ポイ
ント、収益判断D.Iは同16.6ポイントともに改善を見
込んでおります。また、販売価格判断D.Iは当期実績
比16.6ポイントの改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比横ばい、残業時間D.Iも同横ばいの見通しとなって
います。
　当面の重点施策では、 「宣伝･広告の強化」が55.6％、
「販路を広げる」・｢情報力の強化｣がともに38.9％、
「提携先を見つける」が27.8％と上位に挙げられま
した。

　人材を確保するためには、労働条件の改善を図ったり、社員の教育訓練にも力を
入れる必要がある。
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1月～3月期の概況

4月～6月期の見通し

1月～3月期の概況

4月～6月期の見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【収　益】

 10.0 65.0  25.0 

 15.0 55.0  30.0 

 10.0 65.0  25.0 

 20.0 57.5  22.5   5.0  60.0  35.0 

 27.5 65.0 7.5 

 12.5 80.0  7.5 

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

 16.7 66.6 16.7

 16.7 50.0  33.3 

 16.7  66.6  16.7 

 16.7 50.0  33.3  22.2 50.0 27.8 

  27.8 55.5  16.7 

 88.9  11.1 

 11.1 72.2  16.7 

5.1  69.3  25.6 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

0.0

■ 小 売 業 回答企業数40企業（回答率97.6％） ■ 不動産業 回答企業数18企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7

 6 9 12 3 6 9 12 3 
16.  17.  18. 

時期

小売業  主要指標の推移D.I

4～6月期
の見通し

30

0

10

0

△10

△20

△30

△40

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

 6 9 12 3 6 9 12 3 
16.  17.  18. 

時期

不動産業  主要指標の推移D.I

4～6月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

30

20

10

0

△10

△20

△30



　業況判断D.Iは△18.1、前期比11.6ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが△18.2と前期比21.4ポイント、収益判断D.Iも△24.3と同30.8ポイントとも
に低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△15.2、前期比15.2ポイント、同収益判断D.Iも△27.3、
同27.3ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△18.2と前期比2.1ポイント低下し、人手不足感がやや強まりま
した。また、前期比残業時間D.Iは△3.0と同9.5ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が24.2％（前期38.７％）、「予定あり」が18.2％（同19.4％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は12.1％（前期12.9％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が45.5％、「売上の停滞・減少」が30.3％、｢人手不足」
が24.2％と上位に挙げられました。

　業績の見通し判断D.Iは△12.5と当期実績比5.6ポイ
ント改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比15.2ポイ
ント、収益判断D.Iは同18.2ポイントともに改善を見
込んでいます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比
15.2ポイント改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比3.0ポイント改善、残業時間判断D.Iは同3.1ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、 「販路を広げる」が97.0％、
「経費の節減」が36.4％、 「情報力の強化」も33.3％
と上位に挙げられました。

　仕入先からの値上げ交渉があったり、仕入先の廃業が増えるなど厳しい状況にある。
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1月～3月期の概況

4月～6月期の見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 18.2 60.6  21.2 

 12.1  51.5  36.4 

 12.1 69.7  18.2 　

 18.2 45.4  36.4  15.2 51.5  33.3 
  

 9.4 68.7  21.9 

 15.2 75.7  9.1 

 18.2 78.8  3.0 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

■ 卸 売 業 回答企業数33企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8

 6 9 12 3 6 9 12 3 
16.  17.  18. 

時期

卸売業  主要指標の推移D.I

4～6月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

20

10

0

△10

△20

△30

△40

△50

△60

経営者の健康管理と事業の継続について経営者の健康管理と事業の継続について

（単位：％）
問1 貴社の社長（代表者）の年齢層はいずれに属しますか。また、現在の社長（代表者）は

何代目ですか。

　経営者の健康管理と事業の継続について調査を実施しました。

　貴社の社長（代表者）の年齢層は、60歳代が34.6％、次いで50歳代が30.3％という結果となりました。

また、仮に今、社長（代表者）の方がケガや病気で１か月間の休養を余儀なくされた場合、どの程度の業務

継続が可能であるかとの問いに｢通常通りの業務継続が可能｣と回答された方が51.5％と半数を超えました。

そのほか、社長（代表者）の労働時間や健康診断の受診頻度、ストレス解消法などについて、結果を次のよ

うに取り纏めました。

5代目以上  0.4％

【 社長の年齢階層 】 【 社長の代 】
20歳代、30歳代　3.5％

40歳代
　12.3％

50歳代
30.3％60歳代

34.6％
2代目
52.2％

60歳代
34.6％

70歳代以上
19.3％

創業者
38.5％
創業者
38.5％

2代目
52.2％

3代目  6.7％

4代目  2.2％

（単位：％）
問2

健全な経営のためには、社長（代表者）の健康が大切です。社長（代表者）の先月の労働時間
（経営に費やした時間）は、1週間あたりにするとどの程度ですか。また、健康診断をどの程度
の頻度で受けていますか。　

受けたことがない 0.4％
【 1週間あたりの労働時間 】 【 健康診断を受ける頻度 】

40時間未満
26.0％60時間以上80時間未満

18.5％
40時間未満
26.0％

40時間以上60時間未満
50.7％

40時間以上60時間未満
50.7％

80時間以上100時間未満
4.4％

60時間以上80時間未満
18.5％

100時間以上  0.4％

1年に1回以上
89.5％

2～4年に1回
9.7％

5～10年に1回 0.4％
10年以上受けていない
0.0％



　業況判断D.Iは11.1、前期比2.6ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが6.9と前期比2.9ポイント低下、収益判断D.Iは6.9と同2.7ポイント改善しま
した。また、前年同期比売上額判断D.Iは4.2、前期比5.7ポイント、同収益判断D.Iは2.8、同1.4ポイントと
もに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△29.2と前期比16.5ポイント低下し、人手不足感がやや強まり
ました。また、前期比残業時間D.Iは15.3と前期比2.6ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が28.2％（前期29.6％）、「予定あり」が19.7％（前期11.3％）を示
しています。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は16.7％（前期18.3％）となりました。
　経営上の問題点では、｢同業者間の競争激化｣・「売上の停滞・減少」・「人手不足」がそれぞれ29.2％、
｢原材料高｣が23.6％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは8.4、当期実績比2.7ポイン
ト低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比4.1ポイン
ト低下、収益判断D.Iは同0.1ポイント改善を見込んで
います。また、販売価格判断D.Iは当期実績比5.5ポイ
ント低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比5.6ポイント改善、残業時間D.Iは同7.0ポイント低
下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が51.4％、
「販路を広げる」が50.0％、「人材を確保する」が
26.4％と上位に挙げられました。

　独自性のある技術を有しており、インターネット販売も順調に推移し、今後も同
様に推移する見通しである。
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1月～3月期の概況

4月～6月期の見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

1～3月の
実　績

4～6月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】 【収　益】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 12.5 77.8 9.7 

 19.4 68.1  12.5 

 13.9 79.2  6.9 

 20.8 65.3  13.9  22.2 66.7 11.1 
　

 18.1 72.2  9.7 

 16.7 81.9 1.4 
  

 11.1 88.9  0.0 

■ 製 造 業 回答企業数72企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9

時期

製造業  主要指標の推移D.I

4～6月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

 6 9 12 3 6 9 12 3 
16.  17.  18. 

30

20

10

0

△10

△20

△30

問5 社長（代表者）にお尋ねします。あなたのストレス解消法は何ですか。

（単位：％）

（％）0  10  20  30  40  50

（複数回答：3つ以内）

仕事における達成感
社内での余暇活動（社員旅行等）

家族とのふれあい
地域活動、団体活動、ボランティア等

飲　　　食
睡　　　眠

運動・スポーツ
趣味・娯楽（運動・スポーツ以外）

そ　の　他
ストレス解消法はない

問4 社長（代表者）の方がケガや病気等で１か月間の休養を余儀なくされたとします。
貴社には、休養中の社長（代表者）の事業を代行できる人がいますか。

（単位：％）

（％）0  10  20  30  40  50

配　偶　者
子　　　供

親
親族（配偶者・子供・親以外）
役員・従業員（親族以外）

販売先・仕入先
同業他社
そ　の　他

自分の代わりはいない
　休廃業するから代わりは必要ない

（単位：％）
問3

仮に今、社長（代表者）の方がケガや病気等で１か月間の休養を余儀なくされたとします。
貴社では、どの程度の業務継続が可能ですか。また、休養中に特に心配される貴社の機能の
低下や悪化はどのようなものですか。

【 業務継続 】 【 心配される機能の低下や悪化 】
わからない 6.6％

営業機能や販売機能の低下
34.7％
営業機能や販売機能の低下
34.7％

生産機能や
仕入機能の低下
12.9％

資金繰りの悪化  3.1％

わからない
21.8％

心配していない
27.5％

わからない
21.8％

心配していない
27.5％通常通りの

業務継続が可能
51.5％主要業務に限り

継続可能　29.1％

通常通りの
業務継続が可能
51.5％主要業務に限り

継続可能　29.1％

大幅に業務を縮小
した上で継続可能
7.5％

業務継続は不可能
（休業、廃業）　5.3％

7.1％

8.9％

8.4％

　　　　　　　　　　　　  19.9％

　　　　　　　　　　　　　　　　　   26.6％

　　　　　　7.1％

　　　　　　　  8.9％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  28.3％

0.0％

 0.4％

0.0％

　　　　　　　8.4％

 0.4％

9.3％　　　　　　　  9.3％

　1.2％

　　　　　　　　　　　   19.3％

　　　3.8％

　　　　　　　　　   12.2％

      　　　　　　 10.2％

　　　　　　　　　　17.4％

　　　　　　　　　　　　　　　　24.5％

 0.7％

   1.4％
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■ このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業228企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

調査結果のあらまし 製造業・建設業が３期連続で改善

1月～3月期の概況

4月～6月期の見通し
　業況の見通し判断Ｄ.Iは△0.4、実績比1.8ポイント改善の見込
　来期、全体では改善を見込んでおりますが、製造業・サービス業・建設業では低下を見込んでいます。
項目別では、売上判断D.Iが当期実績比1.8ポイント低下、収益判断D.Iは同2.7ポイント改善を見込んでいます。
また、販売価格判断D.Iは当期実績比3.5ポイント低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績比1.8ポイント改善、また、残業時間D.Iは同1.7ポイン
ト低下の見通しとなっています。当面の重点施策でも、「経費の節減」が46.5％、「販路を広げる」が
43.9％、「人材を確保する」が23.2％と上位になり、前期と同様の結果となりました。

　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答えた企
業の割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）は
△2.2と、2017年10～12月期(前期)の調査より2.2ポイントマイ
ナスとなり、景況感はわずかに低下しました。
　業種別では、卸売業で前期比11.6ポイント、小売業で同5.5ポ
イント、サービス業で同13.8ポイント低下しましたが、製造業で
前期比2.6ポイント、建設業で同5.7ポイント、不動産業で同6.1
ポイントそれぞれ改善となりました。
　項目別では、売上判断D.Iが△1.3と前期比10.7ポイント、収益
判断D.Iは△5.3と同8.4ポイントともに低下しました。また、前年
同期比売上額判断D.Iは0.4、前期比2.7ポイント、同収益判断D.I
は△6.6、同4.8ポイントともに低下しました。
　雇用面では、人手過不足D.Iが△21.5と前期比4.0ポイント低下し、人手不足感がやや強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは3.9と同2.4ポイント低下しました。
　借入金の動きや借入難易度では、｢借入した｣が前期比3.5ポイント減少となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が39.5％、「売上の停滞・減少」が30.3％、「人手不足」
が25.0％で上位となり、前期とほぼ同様の課題が挙げられました。

 6 9 12 3 6 9 12 3
16.   17.  18. 　

時期 4～6月期
の見通し

D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

全業種総合 主要指標の推移
10

0

△10

△20

△30

総　　　合

製　造　業

卸　売　業

小　売　業

サービス業

建　設　業

不 動 産 業

〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 29年10～12月 30年1～3月 30年4～6月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断Ｄ.Ｉは、２.２ポイント低下し△２.２。来期は、１.８ポイント改善し△０.４の見通し。

業況判断D.Iは、２.６ポイント改善し１１.１。来期は、２.７ポイント低下し８.４の見通し。

業況判断D.Iは、１１.６ポイント低下し△１８.１。来期は、５.６ポイント改善し△１２.５の見通し。

業況判断D.Iは、５.５ポイント低下し△３０.０。来期は、９.５ポイント改善し△２０.５の見通し。
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